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11.. ははじじめめにに

活性汚泥法では、排水中の有機物が細菌類によって分解されると同時に余剰汚泥が発生し、その処理が問

題となる。曝気槽にパイル織物を浸漬した梅加工場排水の処理施設では、汚泥とともに貧毛類(水生ミミズ)

が高密度に定着し、余剰汚泥の発生量が抑制された報告例がある 1)。長い汚泥滞留時間によって自己分解が

促進され、細菌類が貧毛類に捕食されることで、汚泥の無機化が促進されたと考えられる。この担体活性汚

泥法を都市下水の処理に応用するため、ラボスケールの活性汚泥装置に担体と貧毛類(ウスベニイトミミズ)

を導入したところ、低負荷条件において余剰汚泥の発生量が抑制できた 2)。一方、その継続実験の結果、パ

イル織物へ汚泥と貧毛類が付着しにくく、効果が低い場合もあった。本研究では、汚泥の付着性がより高い

担体を選定し、余剰汚泥の発生抑制に及ぼす貧毛類の導入効果の検証を目的とした。

22.. 実実験験方方法法

曝気槽(5L)と沈殿槽(2L)で構成される活性汚泥装置を2台用いた(図-1)。排水処理用の繊維担体に十分に

汚泥を付着させた後、貧毛類を 30g-wet 付着させ、一方の曝気槽に浸漬し、試験系とした。もう一方には、

貧毛類を付着させずに担体を浸漬し、対照系とした。肉エキスとペプトンを主成分とする合成下水 2)(負荷

量:230mgTOC/L･d)を滞留時間 12 時間で流入させた。余剰汚泥の引き抜きをしない一定期間の運転を１Run

とし、全汚泥を回収して汚泥濃度を測定した(Run1～2：7 日間、Run3～9：21 日間) 。 週に 1 度、担体の

湿重量を測定し、貧毛類の重量を推計した。各 Run で除去された TOC 量あたりの汚泥収率を式 1 で計算し

た。その典型値は 1.46gVS/gTOC であり 2)、細菌類の自己分解や捕食によって低くなる。

･･･（式 1）

図-１ 実験装置の構成．連続式活性汚泥装置、排水処理用繊維担体、貧毛類（ウスベニイトミミズ）．
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33.. 結結果果とと考考察察

33..11.. 担担体体活活性性汚汚泥泥法法ににおおけけるる合合成成下下水水のの処処理理成成績績

担体活性汚泥法の処理水質と担体重量の

変化を図-2に示す。実験期間が 7 日間の

Run1,2 において、処理水の SS 濃度は低か

った。連続式活性汚泥装置で合成下水を処

理するとバルキングしやすく、実験期間が

21 日間の Run3～9 では、汚泥の一部が処

理水中へ流出し、Run3 や Run7 では対照系

の SS 濃度が 100mg/L を超えた。TOC 除去

率は、試験系は 77.5％±6.1％、対照系は

80.4％±3.4％となり、両系とも良好に有機

物を除去した。試験系と対照系の担体重量

の差は、付着する貧毛類の現在量を示唆し

ている。担体への汚泥と貧毛類の付着性は

良好であり、Run4～6 の 63 日間、曝気槽

内の貧毛類の増加・維持が確認された。し

かし、Run7 の 105 日目以降、試験系の担

体の湿重量が急減し、目視観察からも、貧

毛類の現在量が減少した。これ以降、試験

系の TOC 除去率が対照系を下回った。

33..22.. 担担体体活活性性汚汚泥泥法法ににおおけけるる物物質質収収支支

汚泥収率は、試験系では 0.27～1.08gVS/gTOC、対照系では-0.69～1.50gVS/gTOC となった。Run1 の対照

系の汚泥収率は負値となったが、担体の湿重量が急増しており(図-2C)、曝気槽内の汚泥の一部が担体に付着

したため、正しく計算できていないと考えられる。貧毛類の増殖が示唆された Run4～6 において、試験系の

汚泥収率は 0.28～1.08gVS/gTOC、対照系は 0.63～1.50gVS/gTOC となり、汚泥の発生抑制効果が見られた。

一方、Run7～9 では試験系において SS 流出が多く(図-2B)、貧毛類の現存量の減少が示唆されており、汚泥

の発生抑制効果が見られなかった。

44．． 結結論論

汚泥の特性に適した担体を用いることで、汚泥と貧毛類の付着率が向上し、約 2 か月間、貧毛類は曝気槽

内で良好に生存した。SS 流出量が多い期間を除き、貧毛類の現在量が増加・維持されている場合は、汚泥の

発生抑制効果がみられた。余剰汚泥の発生抑制効果をより高く保つため、曝気槽内で貧毛類が安定的に増殖・

維持する環境や生存方法を見つけることや、長期間運転において SS 流出量を抑える方法を見つけることが

課題である。
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図-2 担体活性汚泥法の合成下水の処理成績．TOC濃度（A），
SS濃度（B），担体重量（C）．
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